
 

監 査 公 表 第 ８ 号 

 

 

 地方自治法第 199 条第 14 項の規定に基づき、措置を講じた旨の通知がありましたので、次

のとおり公表します。 

 

  令和６年４月 19 日 

 

今治市監査委員  木 原 盛 展  

   同     渡 部   豊  

監 査 対 象 機 関 監査結果報告書の日付 

建設部 建設政策局 道路課 令和６年３月 26日 

北宝来近見線自転車通行空間整備工事（土木）（その2） 

（監査の結果） 

（意見） 

１ 工程管理は計画工程表に基づいて実施されているが、工事の進捗の遅れは使用

する工場製作のプレキャスト NK スリット側溝が隣接工事においても使用されて

いるため、工場製作が重複することにより現場への納入遅れに繋がっている。今後

の作業工程として、側溝の現場への納入後は工事の進捗が見込めるものの、契約工

程までに工事の完成は難しい状況となっている。 

このため工期延長の有無や工期変更契約を実施するためには、上記材料の確実

な納入時期、今後の施工区間の作業工程等を総合的に考慮して、工事終了までに必

要な作業工程の見直し検討を早急に行い、対応方法を決定していくことを要望す

る。 

 

（措置の内容） 

（意見） 

１ 材料の納入時期の確認及び今後の施工区間における必要作業日数の算定等を行い、

適切な工期で変更手続きを行った。 



 

監 査 対 象 機 関 監査結果報告書の日付 

市民環境部 市民環境政策局 環境施設課 令和６年３月 26日 

町谷団地跡地整備工事（土木） 

（監査の結果） 

（指摘） 

１ 安全衛生看板の掲示は、事務所前の事業場の見やすい位置に建設業許可証、施工体

系図、緊急時連絡表、作業主任者表示、有資格者一覧表等の掲示状況を確認した。こ

のうち建設業許可証と施工体系図は敷地内の市道が外周に切替えられているため、公

衆の見やすい場所への設置変更をされたい。 

 

（措置の内容） 

（指摘） 

 １ 安全衛生看板は、公園敷地外周に切り替えた市道沿いの市民が見やすい場所（自治

会入口部）に設置変更した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

監 査 対 象 機 関 監査結果報告書の日付 

上下水道部 上下水道政策局  
水道工務課 

令和６年３月 26日 

山路地区高橋馬越連絡管整備工事（その2） 

（監査の結果） 

（意見） 

１ 工事進捗率(令和 6年 1月 16日現在)は、計画 80％に対して実施 30％となっている。 

この理由として耐震型ダクタイル鋳鉄管（φ450ｍｍ）は受注生産であり、管口径

も汎用径ではないため在庫ストックもなく、工場生産に時間を要したため、結果とし

て工事の進捗に影響を及ぼしている状況となっている。 

今後の作業工程は歩道部における施工となり工事の進捗は見込めるものの、国道歩

道下での作業時期の制限もあるため、工期内の工事完了は難しい状況となっている。 

工期延長の有無や工期延長のためには、配管材料の確実な納入、未施工区間の作業

工程、歩道部の作業制限時期等を総合的に考慮して、工事終了までの詳細作業工程を

早急に検討していく必要がある。 

 

２ 掘削作業にあたっては地山掘削作業主任者、土止め支保工作業主任者が選任されて

おり、土留工及び支保工を設置して地山の点検・確認を行いながら作業が実施されて

いる。 

今後の連絡管布設作業は歩道部の狭い場所に移るため、一般歩行者の通行の安全を

確保しながらの作業となる。この工事中の歩行者と作業重機との接触事故防止対策と

して、仮歩道（B=1.35ｍ）の設置、仮囲い、各種安全標識の設置、交通監視員の配置

による作業重機の一時中断等の安全対策が計画されている。これらに加えて作業員及

び交通監視員のコミュニケーションを充実させ、声掛け等による連携により歩行者に

対する確実な安全管理の実施を要望する。 

 

（措置の内容） 

（意見） 

１ 実施工程表の作成及びフォローアップを行い、現場条件における作業時期の制限へ

の対応を含め、工事終了までの詳細作業工程を検討し適切な工期設定をして、工期の

変更等の手続きを行いました。 

 

２ 各種安全標識を地域住民や通行者に分かりやすい箇所に設置し、現場作業の必要に



 

応じて交通監視員を配置させ、一般歩行者の通行時には交通監視員が安全に誘導する

など確実な安全管理を実施していきます。 

  また、一日の作業内容を現場作業員と交通監視員同士で把握し、危険予知活動に取

組み危険に対する意識を高めていきます。 

 

 

 


